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はじめに : Niban は、腎癌の発がん初期から発現の亢進がみられる新規遺伝子として、遺

伝 性 腎 癌 の モ デ ル ラ ッ ト で あ る Eker ラ ッ ト 由 来 の 腎 癌 細 胞 株 よ り
AFLP-Differential Display 法によってクローニングされました (文献 6)。その
後、甲状腺癌など様々ながん組織において Niban タンパク質の発現が報告さ
れています。近年の研究では、Niban は小胞体ストレス誘導タンパク質であり、
eIF2α, S6K1/4E-BP1 のリン酸化を調節していると報告されています (文献 3)。 

 
免疫抗原 : Human Niban のリコンビナントタンパク質 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ 
  (X63 – Ag 8.653 × BALB/c マウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 110C4  サブクラス :  IgG1 
 
精製方法 : Protein A 精製 
 
包装形態 : 1 % BSA, 0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8°C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20°C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 (ホルマリン固定、パラフィン包埋切片)約 2 μg/mL にて使用可能 
使用方法 : ウエスタン・ブロッティング 約 5 μg/mL にて使用可能 
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